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援助要請意図（help-seeking intention）、援助要請意思（willingness to seek help）、援助要請態度
（attitude toward seeking help）などの概念がある（本田・新井・石隈，2011）。 














































受けられず、村松（1991）によって日本人向けの不合理な信念の測定尺度（Japanese Irrational Belief 
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3．自己期待に関する不合理な信念 
























 2013 年 6 月下旬 
＜調査対象者＞ 
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た。 
 
②日本版 Irrational Belief Test(JIBT) （松村,1991）より「自己期待」因子 10 項目 
 A.Ellis が見出した不合理的信念の程度を測定する日本版の尺度である。第 1 章で述べた 7 つの下位
尺度のうち、｢自己期待」因子の 10 項目のみを使用する。 
 
③特性被援助志向性尺度（田村・石隈,2006）13 項目 














（1） JIBT と特性被援助志向性尺度の因子妥当性の検討 
 JIBT と特性被援助志向性尺度の各項目得点に関して調査対象者ごとに算出し、その得点をもとに
主因子法、バリマックス回転による因子分析を行った。その結果、JIBT においては先行研究の通り
に 1 因子（寄与率 47.87％）のみが抽出された（表 1)。因子名は先行研究と同一の「自己期待」とし
た。 
特性被援助志向性尺度においては先行研究の通りに 2 因子が抽出された。2 因子の累積寄与率は
44.80％であった。また、因子寄与率は、第 1 因子 23.11％、第 2 因子 21.69％であった（表 2)。因子
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表 1．自己期待の因子負荷量行列（主因子法・バリマックス回転） 
項目 因子Ⅰ 共通性 
2.私はいつも頭が良く働かなければならない。 .797 .635 
6.私はすべての点で有能でなければならない。 .772 .595 
4.私は常に業績を上げなければならない。 .756 .572 
3.いつも目覚ましい行いをしなくてはならない。 .755 .569 
7.物事は完全無欠になし遂げねばならない。 .702 .492 
5.いつも申し分ない行為をしなくてはならない。 .699 .489 
1.私は欠点のない人間でなければならない。 .699 .488 
8.自分の評判が落ちるようなことなどあってはならない。 .644 .415 
10.たくさんの仕事を引き受けても立派にこなさなければならない。 .558 .311 
9.知らないことがあるなんて我慢できない。 .469 .220 
因子負荷量の 2乗和 4.79 
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表 2．特性被援助志向性の因子負荷量行列（主因子法・バリマックス回転） 




.754 .108 .580 
10．援助者は、自分の抱えている問題を理解してくれないだろう。(*) .718 .199 .555 
12．援助者は、自分の抱えている問題を解決できないだろう。(*) .688 .273 .548 
8．他者に援助を求めると、自分が能力のない人間と思われそうである。(*) .638 -.054 .410 
7．他者に援助を求めると、自分が弱い人間と思われそうである。(*) .593 -.005 .352 
9．援助者が、自分の期待通りに応えてくれるかどうか、心配になる。(*) .553 -.010 .306 
13．援助者は、相談内容についての秘密を守ってくれないだろう。(*) .549 .115 .315 
②被援助に対する肯定的態度（6 項目）  
3．問題解決のために、他者からの適切な助言が欲しいと思う方である。 -.072 .778 .611 
1．直面した困難な問題について、誰かに話を聞いて欲しいと思う方である。 .056 .731 .537 
2．問題解決のために、一緒に対処してくれる人が欲しいと思う方である。 -.015 .729 .531 
4．困難に直面するたびに、まわりの人に助けられながら、問題を解決して
いく方である。 
.115 .635 .417 
5．他者の援助や助言は、問題解決に大いに役立つと考える方である。 .134 .604 .382 
6．自分の役割を十分に果たすために、必要ならば他者に援助を求める方で
ある。 
.201 .488 .278 
因子負荷量の 2乗和 3.01 2.82 
寄与率（％） 23.11 21.69 
累積寄与率（％） 23.11 44.8   
(*)は逆転項目 
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表 3．男性と女性の平均値と SD および t 検定の結果 
  男性（N＝157）  女性（N=210）  
 平均 SD 平均 SD t 値 
自己期待 26.77 8.64 26.52 8.47 .281 
特性被援助志向性 46.82 8.05 46.92 7.61 -.130 
抵抗感の低さ 24.12 5.50 24.01 5.51 .184 

















自己期待 全体 -.243* -.340* -.006 
 男性 -.139 -.295* .113 
 女性 -.326* -.374* -.091 
*p<.01 
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 2013 年 8 月 
＜調査対象者＞ 




待」高群 6 名、｢自己期待」低群 4 名に半構造化面接を実施した。場所は創価大学心理教育相談室の






for Coding and Theorization）は大谷（2008）によって開発された質的データの分析方法である。以
下、その手順を示す。 
 
SCAT では以下の 4 つのステップが踏まれる。 
＜1＞ データの中の着目すべき語句の記入 
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 また、考えられるもう 1 つの要因としては、心理学の授業を履修している学生に質問紙調査を行っ
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たため、心理学を学ぶ中で男女にかかわらず援助要請に関する知識を得る機会が多いことや援助要請
についての肯定的な態度について心理教育を受けている可能性が考えられ、このことも結果的に性差
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（1） 自己期待高群における被援助志向性との関連  
 自己期待高群 6 名のうち、被援助志向性高群は 2 名（D、E)、低群は 1 名（B)、特性被援助志向性
得点が高低群どちらにも当てはまらない人が 3 名（A、C、F）であった。 
 
ⅰ.自己期待の高さの特徴と被援助志向性の関連 
このうち、自己期待の高さ の特徴に共通点がみられたのは A、D、E である。まずはこの 3 人の共
通点について述べたい。A は「実現可能性の高い事柄に対する自己期待の高さ」があり、D は「特定





る。これらのことから、A、D、E の 3 人は限定的な部分に対する自己期待の高さがあり、かつ情緒
的または情報的な援助を求めるタイプであることがわかる。 
 この 3 人のうち D と E は被援助志向性高群であり、情報的・情緒的な援助を求めるが、D に関し
ては特定の集団の中では「他者への負担を考慮」して問題を抱え込む場合もある。A に関しては被援
助志向性高低群どちらにも当てはまらないが、D と E ほど被援助志向性が高まらなかった理由として
は、｢心理的負債感」や「援助要請と他者依存の混同」による「基本的態度としての自助努力」が影響
していることが考えられる。 
次に、被援助志向性低群の B の特徴について述べる。B は「漠然とした高い理想」を持っており、
その理想像が現在の自分の「行動や思考の指標」となっている。理想 の対象とする領域が漠然とした
ものであるため、自己期待が特定の部分に焦点づけられてはいない。 そのため、自己期待の高さが限
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 上記の特徴がみられなかったのが C と F である。C は理想自己があり、｢必ずそういう自分でなけ
ればならない｣、｢他者に負担をかけまい」とする自己期待の高さがある。この自己期待の高さは限定
した部分に特定されているものではなく、あらゆる面でみられるものであると推測される。そのため、










（2） 自己期待低群における被援助志向性の特徴  
 自己期待低群 4 名のうち、被援助志向性高群 1 名（H)、低群 1 名（I)、どちらの群にも当てはまら
ない人が 2 名（G、J）であった。 
 被援助志向性高群・低群どちらにもあてはまらない G は「解決可能性の高いものは自助努力」し、
J も「限界まで自助努力」することから、2 人の共通点は自己解決可能なことに関しては援助要請せ
ず、自己解決ができないことは援助要請をするという点である。 
 H と I は共に「援助要請をしないことが基本姿勢」であるが、H は「第三者の視点」を求める場合
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